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■食べる・たいせつフェスティバル 2025 に出展しました

令和 7 年 9 月 20 日（土），道北アークス大雪アリーナ（旭川市

神楽 4 条 7 丁目 1-52）にて，食べる・たいせつフェスティバル

2025 に出展しました。 
この行事は，楽しく学べる参加型体験プログラムを通じて“食

べることのたいせつさ”を学べる食育イベントで，北海道内全 8
地区で開催しています。

出展内容は「きのこ収穫体験」で，林産試験場での食用きのこ

に関する研究開発の紹介や，林産試験場で育てた菌床栽培のき

のこを収穫するワークショップを開催しました。普段触れるこ

とのできない菌床に戸惑いながらも，多くの方に収穫を楽しん

でいただくことができました。

■6期生 1年生の授業風景

入学以降林業作業の基礎となるチェーンソー，刈り払い機，バックホー(ショベルカー)といった様々な資

格を取得してきました。夏休み明けの 9 月初旬「架線集材」(ワイヤーロープで木材を宙吊りにして集材する

技術)に関する特別教育を受講しました。

架線集材は本州では広く行われており，北海道内では特に急傾斜地の多い日高管内でのみ実施されていま

す。しかし架線集材以外でもワイヤーロープは道内の造材現場で広く用いられており，生徒は今回の特別教

育で基本的な技術と安全作業に関する知識を学んでくれたと感じました。

今後も授業や実習を通じて様々な技術を学び経験していくことになります。その全てで優先されるのは安

全であることを教員，生徒が共有して技術習得を進めていきます。 

（北海道立北の森づくり専門学院  主査 鈴木 貴也） 

（林産試験場 広報担当） 

【ワークショップの様子】 

【ロープのスプライス(編み込み)】  【タワーヤーダの索張り】  【スイングヤーダーによる集材作業】 
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